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第９回研修会の開催について（案内）
水ぬるむ今日この頃、皆様方におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申しあげます。
平素は「おたっしゃ広場」等での小規模施設間交流につきまして、格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、通所介護・認知症対応共同生活介護等に従事する職員を対象に介護知識・技術向上のため7月より行ってまいりました研修会も今回で最終回を迎えます。
　つきましては、第９回の研修会を下記のとおり開催いたしますので、ご参加下さるようご案内申しあげます。
敬具

記

	１．研修内容　　『高齢者の尊厳を守るケアの在り方について』

～身体拘束の廃止の意義と、高齢者虐待防止法の
理解を通して尊厳を守るケアとは何かを考える～

	研修の目標：ケアとは何か？、何に焦点を合わせてケアをするか？、より良いケアのために何が障害となっているか？等ケアの根源的な問題と向き合い、現場を振り返ることができるようにする。
参加対象者：介護職のみならず管理者、事務職等介護保険事業に携わるすべての人

	
	　　　　　　　講　師　　有限会社　ホワイト介護

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　　正　美　氏

	２．日　　時
平成２３年３月３０日（水）午後６時３０分～８時３０分

　　　　　　　　　　午後６時より受付
３．場　　所
鈴鹿市労働福祉会館三階中会議室　℡059-383-3360

４．参加人数
約６０人
５．参 加 費 
500円（会場・お茶・資料代等）
　　６．申 込 み       別紙参加申込書にて３月２３日迄にＦＡＸでお願いします。

· 今回の研修は、介護職のみならず、管理者・事務職等介護保険事業に就く職員さんに幅広く参加いただきたく、お願いいたします。


